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(1)

よい英文はいろいろな特色の複合体であるが,そ の うちで も文法的な正確

さは重要な基礎的要素である。英文の正確性の習得方法には二つの径路があ

る。英語を母国語 とする学生であれば,よ い英文の多読に よって,こ れを達

成で きる者 もある。それは意識的に,あ るいは潜在意識的に,英 文を模倣す

る能力に秀でた学生であって,彼 等は多読によって自然に英語の構造に対す

る感覚を養い,正 しい効果的な文章を書 く技術を身につけ ることができる。

しか し,た とえばアメリカの大学において も,こ のような学生は少数であっ

て,大 多数は作文上達のために多 くの指導を受ける必要があ り,意 識的に英

文 の構造を研究 し,基 本文型を把握 し,そ の修飾 と結合の方法を理解 しなけ

れぽな らないのが実情のよ うである。RobertSは 次の ように言っている。

Furthermore,manypeopleapparentlycanacquireafeelingfor

sentencestructureonlythroughsomesor七 〇fconsciouss七udyof

sentences.Theygetafeelingforspeechsentenceswi七houtstudy,

asaresultQfbeingnativespeakersofthelanguage.Butagrasp

ofthesomewhatmoreelaborate,somewha七moreconventionalized

sentencesofwriting,anabilitytofollowthemoutandgetthem

ontothepaper,oftenrequiressomeconsciousunderstandingof

theirformsandstructures.Oneneedstoknowthebasicpatterns

ofEnglishsentencesandtoperceivehowthesecanbemodified
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(1)
andcombinedtoproducenormal・Englishprose.

つ まり,英 語 国民の場合で も多数の学生が英文の正確 さを習得する普通の

径路は文法の研究である。もちろん文法の研究だけでよい英文を書けるもの

ではな く,読 書によって文の感覚を養 う必要があるが,文 法の注意深い生き

た研究は,優 れた作家や文章家の用いる語法や具体的構造 の把 握 を容 易 に

し,ま た,作 文の欠点の構造的修正や文体上の改善にも貢献す る。 こうした

事情か ら,従 来 も多数の英作文の教科書や参考書が,文 法に重点を置き学生

の作文力の伸長 を意図 して来た。 しか し,そ の多 くは,立 脚す る文法が伝統

的であって,新 しい言語学か ら見れば科学性を欠き矛盾を含む ものである。

したがって,こ うした文法を基準 とする作文の原則にも批判の余地が生 じて

来 る。それで言語学の進歩に則 り,従 来の英作文上の規則の過誤を改め,よ

り健全で効果的な指導原則を確立す ることが必要である。次に主要な問題に

ついて考察 してみ よう。

(2)

構 造言語学 の発達 に もかかわ らず,伝 統文 法 が 英 語教 育 に根 強 い 大 きな勢

力を張 ってい ることは いず れの国において も争わ れ ない事実 であ る。伝統文

法の術語の定i義に 関 す る矛 盾 に つ い て,Friesな どの 言 語 学 者 の激 しい批 判

が あ り,そ の欠 点 も明 らか に され てい るが,実 際 に は,こ の よ うな術 語 も,

符 牒 的 に 特 定の 文 法 形態 を指 示 す る ことがで きるか ら,実 用 性 を認 め なけ れ

ば な らな い。 英作 文に おいては,い ろ い ろ な文 法 形 態 を どの よ うに有効に用

い るべ きか,ま た これ に 関 連 して どの よ うな点に留 意すべ きか とい うことが

問題 にな るので あ るか ら,立 脚 す る文 法理 論 は 異 な って も,応 用 段 階 に お い

て文 法形 態 の機 能 につ いて意味 上の基準を持ち 出す ことが なけれ ば,混 乱 を

避 け 指 導 の効 果 を あ げ る こ とがで き る。た とえば,単 文(simplesentence)

(1)PaulRober七s,UnaerstanaingEn81ish,pp.142-143.
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の用い方につ いては,単 文 を多 く用 い て 内 容 の 空 虚 な い わ ゆ るchoppy

sentenceの 連続 に な らな い よ うに とい う警 告が一般的で あ って,そ の ほ か

の制 限 は ない か ら,実 際 的 には 無 難 で あ る 。 このchoppystyleに つ いて

も,言 語 学 者 のSleddは 効 果 を 発生 す る場 合 が あ る こ とを 指 摘 し,次 の文
くめ

例 を示 している。

Thenthetwoweekswereup.Theypreparedtobreakcamp.

Theboybeggedtoremainandhiscousilllefthim.Hemovedinto

thelittlehutwithSamFathers.EachmorninghewatchedSam

lowertheI)ailofwaterintothecrib.Bytheendofthatweek

thedogwasdown.-WilliamFaulkner.

この文 は,書 き改 め よ うとすれ ぽ,各 文 の効 果 は 弱 め られ るだけ で あろ

う。 しか し,こ うした特 例 は,伝 統 主 義 者 の 方で も考 慮 され て い ることで あ

って,choPPystyleの ほ か,い わ ゆ るsentencefragmentも,効 果 的 に 活
く　ラ

用 で きることが看取 されて いる。

Butnowtoresolve!Andespeciallytokeepintouchwithlife.

Withthesky,thismoon,thesecoldcandidpeaks,-Katherine

Mans丘eld.

た だ し,上 記 の 二 つ の 文 体 は,FaulknerやMansfieldの よ う な 大 家 に よ

っ て 用 い られ る 場 合 に 例 外 的 な 名 文 が 書 か れ る の で あ っ て,英 作 文 の 授 業 に

お い て 奨 励 す べ き も の で は な い か ら,伝 統 主 義 者 も 言 語 学 者 も そ の 使 用 に 関

し共 に 警 告 を 発 し て い る の で あ っ て,こ の 段 階 で は い ず れ の 指 導 法 も 大 差 が

な い 。 ・

しか し,同 じ 文 の 種 類 で も,重 文(compoundsentence)と 複 文(complex

(1)JamesSledd,AShortlntroauctiontoEn81ishGrammar,p.280.

(2)ClarenceDewit七ThorpeandCar1七 〇nEWells,ColgegeCom少osition,

p.121.
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sentence)の 用法に関 しては事情が異なっている。

伝 統的な英作文の参考書は,重 文の文体的価値に強い局限を加えることが

多 く,な かには高度の効用性を示現する場合は,次 文のよ うに全体の思想が

二つ 以上の平等な重要性を有す る部分か ら成 っている場合だけであると述べ
くの

て い るもの もあ る。

Todaywearedefeated;tomorrowwewillriseagain.

重文の有用性を上記のように限定するのは,こ め利点を除けば,単 文や複文

の方が重文 よりも望 ましい効果をあげることができると考えているか らであ

る。 したがって,重 文の代わ りに複文を用いるように勧め られる場合がひ じ

ょうに多い。その根拠 として,複 文においては,主 節が主要な思想の強調を

可能にし,従 節が思想の従属関係を示す とい う理由が与え られる。 この趣旨

に基いて,英 作文の参考書には次のような陳述を含んでいることが普通であ

る。

Inconstruc七ingsentencescontainingtwoormoreelementsof

unequalrank,itisnecessarytoshowbytheconstructionwhich

oneisprincipal,whichsubordina七e.Theobjectofawritershould

alwaysbetoconveyhisldeaswithexactitude.Onlythesloven

・・th・bung1・ ・th・ ・平・hi・id・a・ ・utlnth・g・ ・ss・withn・thingt・'

indicatethefineshadingsofmeaningshehasinmind.Precise

rela七ionshipsinthoughtwithinthesentencecanbeshowninno

betterwaythanthroughcareinputtingideasofequalrankin

coordinatecons七ructions,mainideasinprincipal,secondaryand

く　ラ

modifyingideasinsubordinatecons七ructiolls.

前述 の よ うに,こ の原則 は,複 文 に関 して は,主 節 と従 節 の 関 係が,思 想

問 の 主従 関 係 を表 わ す とい う考 え方が基礎 にな ってい るのであ って,逆 に 言

(1)EricM.Stee1,Reα4ableWritin8,p.295.

(2)ThorpeandWells,op.cit.,p.134.
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え ぽ,主 要 な考 え は 主 節 に,副 次 的 な 考 え は従 節 に 表 現 せ よ とい うこ と で あ

る。 こ う した 立 場 か ら文 を 改 善 し よ う とす る 場 合 に あ げ られ る例 は,次 の よ

うな もの で あ る 。 た とえ ば

Hewasinjuredinanaccidentandhehadtogiveuphisjob.

に お い て は,二 つ の 観 念 の 重 要 性 は 同 等 で な い か ら,こ れ を

(a)Afte・rhewαs伽 ブ%γθ諺 伽anacciaent,hehadtogiveuphisjob.

(b)Ashewasinjuredinαnacciaent,hehadtogiveuphisjob.

くり

の い ず れ か に 書 き 改 め,時 ま た は 推 理 の 関 係 を 明 らか に せ よ と 言 わ れ る 。 ま

た

Iwenthome,andmyfamilydecidedsoonafterwardsthatI

shouldattendamilitarycampfortherestofthesummer.

を書きかえ,従 属的な観念を修飾節に入れて,

Soonaf七erIwenthome,myfamilydecidedthatIshouldattend

amilitarycampfortherestofthesummer.

　の

とすれば,文 の強調が高ま り,構 造が しっか りす る と指 導 され る。た しか

に,以 上の例では従属接続詞がいろいろな関係を明瞭にす るか ら,読 む者は

その意味をはっき り把握す ることができる。 しか し,主 要な観念を主節に従

属的な観念を従節にとい う原則は,種 々の複文 について検討すれば,妥 当性

が局限 されてい ることがわか る。Sledqは この問題に関 し,伝 統的な英作文
の

の 規 則 に 痛 烈 な 批 判 を 下 し て い る 。

(1)Stee1,0少.6ゼ 武,p.296.

(2)ThorpeandWells,op.cit.,pp.135-136,

(3)Jamessledd,"coordination(Faulty)andsubordination(upside-

Down),"Reaain.as伽Applie4En81ishLin8uisticseditedbyHaroldB.Allen,

pp.354-362.
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重文 に して も複文 に して も,そ の 名称 は文 法 上 の 特殊 の構 造 に与 え られだ

もので,従 節 とはas,if,whenな どの接 続 詞 で始 ま る節 で あ って,意 味 上

か な らず しも主節 に従 属す るものではない。 これ は,つ とにJespersenも 指
(1)

摘 し た こ と で あ る 。 た と え ば,Itistruethatheisverylearned.の 主 節

に 表 わ さ れ た 観 念 を,副 詞 に 変 えCertain!yheisverylearned.と す る こ

とが で き る 。 こ の 事 柄 か ら 見 て も,ま た

Itellyouthatheismad.

Heismad,asItellyou.

とい う二 文 の 比 較 に よ って も,主 要 な 観 念 が か な らず し も 主 節 に 表 現 され る

も の で な い こ とが 明 瞭 で あ る 。

ま た,Ishallgoto五 〇π伽(ifIcan)・ や(Whenhegotback)he

ainedωithhisbrother.で は,括 弧 内 の 従 節 を 取 り除 い て も,実 質 的 な 意 味 が

著 し く損 ぜ られ る こ とは な い が,従 節 を 取 り除 け ば,残 部 は 意 味 を な さ な い こ

とが あ る 。 た と え ば,(WhostealSmypurse)stealstrash.の よ うな 場 合 で

あ る 。 さ らに 極 端 な 場 合 は(Whatsurprisesme)is(thatheshould

getangry).の よ うな文 で,二 つ の 従 節 を 取 り去 れ ぽ,残 るの はisと い う

語 だ け に な る。 この 小 さ な 語 が 主 要 な 観 念 を 含 む とは 言 え な い 。

Kruisingaも,名 詞 節 が 主 節 よ り強 調 さ れ て い る次 の よ うな文 例 を 多 数 あ

(2)

げてい る。

Then,too,itwasgenerallydiscoveredthat七hemakerofthese

splendidbookswashimselfasplendidoldman.

Thefac七wasthatYeobright'sfamehadspreadtoanawkward

extentbeforeheIefthome.

(1)ottoJespersen,ThePhilosoP勿 アoゾGra〃z〃zα γ,PP.105-106.

(2)E.1(ruisinga,A石randbookoプ 」Presen彦 一DayEnglis尾PartII,Vo1.3,

pp.367,373,etc.

'
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そ の 上,Kruisingaは 連 続 節(continuativeclause)セ こつ い て

Thecontinuativeclause(oradjunct)givesincidentalinformation

aboutthenounwhichisnotsubordinatetotherestof七hesentence

butofequalweight.Theresultisthatacontinuativeclause,though

syntacticallypartofacompoundsentence,has七hemeaningofan

(1)

independen七sentence.

と 述 べ て い る 。Kruisingaは,い わ ゆ る 複 文 をcompoundsentenceと 呼 ん

(2)

でいるが,上 記の連続節の例 としては,次 のような文が示されている。

Eustaciawasindoorsinthedining-room,whichwasreallymore

likeakitchen,havingastonefloorandagapingchimney-corner.

この場 合,whichは 「and+人 称 代名 詞 」 とほ とん ど同価 値 で あ って,

先 行 す る節 と同 等 の独 立 した意 味 を持 ってい る。

連続節の独 立的性格 は次 よ うなの文 の構 造 によって極め て明瞭 に示 さ

れ る。

ShewasmuchattractedbythenovelsofKingsley,between

(3)

whosegeniusarldhisfaultsshedrewadrasticcontras七.

'tN
o,pa,"Ianswered.AfterwhichIadded,t'Whatisdyspepsia,

(4)

paP"

従節は文法上従属的な節であって,単 一の名詞,形 容詞,副 詞と同 じよ

うに用い られ,し ば しば構造を拡大す るために使われる。たとえば

Themanismyuncle.

を 拡 大 し て

(2)1bid.,p,375.

'(3)Tbi4 .,p.376.

(3)Ibia.

(4)大 塚 高 信 編 「新 英 文 法 辞 典 」p・279・

'

`
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Themanwhomyoumetismyuncle.

とす る ことがで きるが,

るのは

この 場 合whomyoumetがmanに 従 属 し て い

Thebigmanismyuncle.

のbigがmanに 従 属 して い るの と同 じで あ る。 しか し,論 理 的 ま た は 心

理 的 に,whomyoumetで 表 わ され る事 実 が,話 し手 や 聞 き手 に,最 も重

要 な事 実 で あ る こ とも可 能 で ある。 また,そ うで あ るか らとい って,こ の事

実 を 主節 に入 れ るべ き理 由は全然 ないで あろ う。 最 も重要 な事柄 が従節 に よ
ほ 　

って極 めて効果的 に伝 え られ る場合 もしば しば あ る。

紙巻煙草Viceroyの 広 告文 は次 の よ うに な って い る。

Smokeallsevenfilterbrandsandyou'llagree:sometastetoo

strong_sometoolight...butViceroy'sgotthetastethat'sright!

ま た 広 告 面 の ト ッ プ に は キ ャ ッチ フ レ ー ズ と し てttViceroy'sgotthe

tastethat'sright!"と 印 刷 さ れ て い る 。 こ の 文 のtha七'srightは 従 節 で

あ る が,そ こに 表 現 さ れ て い る こ と は,広 告 主 が 最 も強 調 した い 事 実 で あ っ

て,下 線 ま で ほ ど こ さ れ て い る の で あ る。 こ れ は 語 順 上 重 要 な 終 位(end

position)を 用 い て 効 果 を 狙 っ た もの と解 せ られ る 。

従 節 が 文 法 上 従 属 的 で あ る の と同 様 に,重 文 を 成 す 等 位 節 も文 法 的 に 等 位

な の で あ っ て,等 位 節 に 入 れ られ た 観 念 が,か な らず し も 意 味 上 等 位 の 観 念

で は な い 。 した が っ て,等 位 の 観 念 を 常 に 重 文 で 表 現 す べ き で あ る と い う結

論 に も な らな い 。

前 述 の よ うに,主 節 と従 節 は,特 定 の 構 造 に 附 与 さ れ た 名 称 で あ って,意

味 の 角 度 か ら主 従 を 決 す べ き もの で は な い 。Friesが 従 節 に相 当 す る も の を

(1)Sledd,AShortlntroductiontoEnglishGrammar,p.276.
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含み文(includedsentence)と 呼ぶのも,こ うした理由か らと解せ られる。

したがって,英 作文の参考書に示 されてい る 「最 も重要な観念を主節に,重

要性のす くない ものを従節に表現せ よ」 とい う規則は,真 理を伝えるもので

はない。英文を書 く場合には,こ のように機械的に文を構成す ることができ

ない多 くの文体上の問題 に直面するであろ う。 この際強調すべきことは,文

は書き手の 目的に最もふさわ しいものでなければならず,適 当な強調を伝え

るためには,い ろいろな構造か らその場合に最も適するものを選ぶことであ

る。上記のような伝統的な作文の規則の矛盾は,文 法体系は形態の構造であ

って,文 法範疇は形式によって決定 しなければならぬとい う構造主義文法で

は除去され,英 語の正 しい実態の理解に基いて効果的な英作文の指導を行な

うことができる。 この意味において,従 来の作文規則を全面的に,言 語学の

立場か ら検討することが必要で ある。

(3)

伝統主義的な従来の英作文参考書が与える作文原則の厳守が,実 際に広 く

行 なわれている語法 との衝突を招き,文 体上の問題を惹起する場 合がある。

たとえば,代 名詞の用法に関 して,次 のような規則がある。

Donotusethis,that,orevhiohtorefervaguelytoanideaimplied

orsuggestedbutnotclearlyexpressedintheprecedingclauseor
(1)

sentence.

この原則 の うち,関 係 代 名 詞whichに つ い て は,そ の先 行 詞 で あ るべ き

節 が 何 で あ るかが 明瞭で ない場合は,afac七whichの よ うな表 現 を 用 い る

か,さ もなけ れ ば 文 を 書 き改 め た 方が よい と 言 わ れ る。 実 際 に おいて,a

factwhichを 用 い た文 は しば しば 見 受 け られ る。

Althoughouryoungpeoplearespendingmoreyearsinschoo1

(1)JohnM.Kierzek,TheMacmi〃anHan4boαhofEnglish,p.429.



(36) 人 文 研 究 第二十五輯

thaneverbefore,afactwhichtheoreticallyshoulddelaymarriage,.

theaverageageofbrideandgroomhasbeendroppingsteadily

tothepointwherehalfofallmenaremarriedby23andhalfof

allwomenby20.-Lzfe,Vol.31,No.9.

文 を 書 き 改 め た 方 が よ い と い うの は 次 の よ う な 場 合 で あ る 。

Thefisharekeptaliveandfreshinglasstanks ,anditalso・

attractspeople,whichhelpsthebusinessconsiderably .

こ の 文 で はitとwhichの 指 す も の が 明 瞭 で な い か ら こ れ を 書 き 改 め て

Thefisharekeptaliveandfreshinglass七anks.Thedisplay

oflivefishhelpsbusinessbyattractingPeopletotheplace.

(t)

と しなけ れば な らぬ と言わ れ る。

しか し,こ の規 則 に も例 外 が あ り,whichの 指 す ものが 次 の よ うに 明 らか

な場 合 には上記 の よ うな考慮は もちろん必要で ない。

FathersuggestedthatIkeepthemoney,ωhichIdidwithouta

protest.

く　　

以上が規則の大要で あ る。

そ こでその限界が 問題 にな る。学生 の作文 を上記 の原則 に照 して どこまで

訂正 し,し か も文 体 の調 和 を止 め るか とい う困難 に教師が 直面す る場合が あ

る。HillがSaturdayEveningPostか ら引用 し言 及 して い る次 の文 は ど う

くの

取扱うべきであろうか。

Themailisalldeliveredbyplane,ωhichisnotonlyremarkably

(1)Jbid.,p.430.

(2)Ibid.,pp.429-430.

(3)ArchibaldA.Hill,t`CorrectnessandStyleinEnglishComposition,"

ReadingsinApplie4En81ishLinguisticsed量tedbyHaroldB.Allen,p.316.
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efficient,butisthechiefweeklyexci七ement.

この文は関係代名詞whichの 先行詞が明瞭でない とい う非難を受け る可

能性がある。事実,私 の調査 した範囲内で も,あ る有識の米人はどうしても

この文を容認せず,全 文を書き直すべきであると主張 していた。また,原 文

を前記の参考書的な原則通 りに,

Themailisalldeliveredbyplane,αprocessωhichisIlotonly

remarkablyef且cient,butoσhichfurnishesthechiefweeklyexcite-

ment,

と書き改めた方がいいと言 う米人もあった。 しか し,こ の人は原 文のままで

も文意は明瞭であるとい う意見であった し,大 半の米人には原文のままで差

支 えない と思われる。Hillは 漠然とした先行詞は,現 代文では普 通 で あ る

し,ま た英語のあ らゆ る時代において普通であったと述べ,上 記の引用原文

には全然曖昧な ところがな く,whichは 正確であって もぎごちな い書 き直

しを避ける便利な工夫 と思われ ると言っている。英作文指導上文体 と関連 し

て考慮すべき事柄である。

集 合名詞に呼応す る動詞 と代名詞は,集 合名詞を1単 位 と見るか集合体を

なす個 々の個体に関心を持つかによって,単 数 にも複数にもなるが,英 作文

の参考書には,次 のように,そ の選択はある構文内においては一貫 して矛盾

がない ようにしなければな らぬ とい う規則がある。

Useeitherasingularorpluralpronountorefertoacollective

noun,dependinguponwhe七her七henoundesignates七hegroupas

awholeorthemembersofthegroup.Beconsistent.Yourcon一

くの

struc七ionmaybeei七hersingularorpluralbutnotboth.

Inyourchoiceofverbsandpronouns七 〇gowithcollec七ivenouns

(1)Kierzek,op.cit.p.252.
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youmustdependoncorlsistencyasyourguidingprinciple,Once・

youhavespokenofagroupasasingleunit,youcannot,without
(1)

somelogicalexplanation,refertoitintheplural.

こ れ は,た と え ば

Theteamisnowonthefloor,七akingtheirpracticeshotsat

thebasket.

のような文は,数 の一致を欠いているから,こ れを

Theteamarenowonthefloor,takingtheirpracticeshotsat

thebasket.

と し な け れ ば な らぬ と い う規 則 で あ る 。 こ の 規 則 に 照 合 す る と,次 の 文 は 正

し く な い こ と に な る 。

WemightassumethatStandardOilisgoingtosponsoranew

program.Theywillselectacommenta七 〇rwithpoliticalviewswhich

coincidewiththeirown.

つ ま り,StandardOi1は 集 合 名 詞 と して,一 度 単 数 に 用 い られ,次 文 に お 』

い て 複 数 代 名 詞 で 受 け て い る と こ ろ に 問 題 点 が あ るわ け で あ っ て,Hillに よ

れ ぽ,ア メ リカ の 英 語 教 員 の 討 論 に お い て も,大 多 数 は こ れ を 誤 り とみ な し

た そ うで あ る。 私 の 調 査 し た うち一 人 のnativespeakerも こ れ を 悪 文 と し

て 一 蹴 し

WemightassumethatStandardOilisgoingtosponsoranew

programandwillselectacommentatorwithpoliticalviewswhich

coincidewiththoseofthecompany'sdirectors.

と書 き改 め る必 要 を 力 説 し た 。 す なわ ち,二 文 に 分 れ て い る原 文 を,一 文 に.

(2)1bid.,p.242.
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纒 め 最 初 の 問 題 点 を 避 け,theirownをtho3eofthecompany'sdirectors

と して,呼 応 関 係 の 矛 盾 を な くす る よ うに 工 夫 し た の で あ っ た 。 しか し,大

半 の 米 人 は,原 文 の ま まで い い と し何 等 奇 異 の 感 じ を 抱 か な い よ うで あ る 。

(1)

この文 はHillが 提 起 した もの で 彼 が 言 って い る よ うに,原 文 のTheyをIt

とす れば,文 体 的効 果 が異 な り妙 な 感 じを与 え る。またTheyをTheboard

ofdirectorsofStandardOilの よ うに迂 遠 的 に表 現 す れば,文 体 は ぎ ごち

な くな る。 実際 に は 原文 の よ うな用法は広 く行 なわ れてい るのであ って,一

般 の米 人 には,指 摘 され るま で問 題 点 が ど こに あ るのか さえ も意識 で きない

のが実態 と思われ る。Hillは この 問 題 つ い て

Intheopinionofonepersonatleast・illogicalsupPlenesshas

くの

alwaysbeenoneofthebeautiesofEnglish.

と言 ってい る。事実,品 位 の あ る文 章 に お い て も,集 合 名詞 が 同 じ場所 や文
ゆ

中で単 複両様 に用 い られた例 はす くな くない。Friesも 次 の よ うな例 文 を あ

げ て い る。

Ourclubhasfrequentlycaughthimtripping,atwhichtimes ,

thayneversparehim.-Addison,Spectator,No.105.

Eachhouseshallkeepalournalofi彦sploceedings,andfromtime

totimepublishthesame,exceptingsuchpartsasmayintheir

judgmeロtrequiresecrecy_.-ConstitutionoftheUnitedStates,

Art.1,Sec.5,#3。

ま た,こ の 現 象 に 関 しFrieSは 次 の よ うに 説 明 して い る。

Referencepronounsareusuallyseparatedfromtheiran七ecedents

byatleastoneotherwordandoften七heystandinthenext

sentence.Asaresult,inModernEnglish,theyusuallyagreein

(1)Hill,op.cit.,p.316.

(2)Ibia.

(3)CharlesC.Fries,Ame'ricanEnlgishGramnzar,p.57.
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theirformwi七h七henumbermeaningwhichisintheatten七ionof

thewri士errather七hanwiththeformoftheanteceden七.Thus

withsingularcollectivesandindefinitepronounsthereisvery

くり

frequentlyapluralreferencepronoun.

以上 の事 柄を総 合す れば,前 記 の問 題 の文 には 誤 りが な く,か え って文 体

上 の特 色 を 発 揮 して い ると見 るのが妥当 と解せ られ る。FrieSは 文 法 上 の語

法 の正 しさにつ い て,三 項 目か ら成 る見 解 を示 して い る。

1.Theonlybasisforcorrectnessingrammarmustbeusage,

fortheschoolstheusageofthosewhoarecarryingontheaffairs

ofEnglish-speakingpeople.

2.Wherethisusageisprac七icallyunanimousthereisnoappeal,

butwhereitisdividednooneformorconstructτonisthesole

correctone.

3.IncasesofdividedusageareasonableguidingPrincipleof

decisionwouldbetochoosethatformorconstructionwhichisin

accordwiththe七endenciesorpatternsofEnglishasthesecanbe

の

seenfromthehistoryof七helanguage.

この原則 に照 し合わせ て見て も,合 衆 国の憲 法 に まで用 い られ て い る語法

を否 とす るのは固随 とい うぺ きであ る。品位のあ る文 に も用 い られてい る一

見矛盾 の感を呈す る上記 の語法は,文 法 的 に も文 体 的 に も十 分 の理 由が あ る

ことを認 めねば な らない。

また文体の視 点か ら検討 されなけ れば な らない作文の規 則の中 に,文 法構

造 のparallelism(並 行 体)の 問題 が あ る。 た しか に並 行 体 が適 当に用 い ら

れた場 合には,文 体 は 明晰 で雄 勤 な もの とな る。 た とえば次の文は,並 行 体

を利 用 して い ない た め に,ご た ごた した文 に な って い る。

(1)1bid.

(2)C.C.Fries,TeachingofEnglish,pp.43-44.
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Oneofthecausesofunrestthroughouttheworldtodayisthat

peoplearedissatisfiedwiththeirleaders.Somealsoareangry

becausetheyareshortoffood,othersarediscouragedbecausethe

commonmaniss七illden.iedliber七y.

上記の文は,世 界不安には3つ の原因があるとい うことを指摘 しようとし

ているのであるが,そ の3つ の原因を同じ文法構造で表現すれぽ,効 果を高

め ることができる。その一方法として,名 詞句を用いれば下記の文のよ うに
(1)

改善す ることがで きる。

Threecausesofunrestthroughouttheworldtodayarepeople's

4issatisfactionwiththeirleaders,resentmentoffoodshortages,dis-

couragementatthecontinueddenialoflibertytothecommonman.

一 方
,並 行 体 は 表 現 手 段 の 固 定,不 自 然 に 導 き 易 い の で,そ の 濫 用 を 戒 め

な け れ ぽ な ら な い 。 こ の こ と を 考 慮 し て 英 作 文 の 参 考 書 が 与 え る 規 則 は 次 の

よ うに な っ て い る 。

Occasionallyanat七empttoproducecompleteparallelismin

structureresultsinastiltedandartificialwritillgwhichsome

criticsrefertoast"schoolmarm"English.Thestudentwriter,how-

ever,willseldom『beguiltyoftoomuchstructure,Anyrulewhich

helpshimtodesignandbuildgoodsentencesisagoodrule.The

rulemayberestatedinthisform:anounshouldbefollowedby

anothernoun,aninfinitivebyaninfinitive,aphrasebyaphrase,

(2)
andaclausebyaclause.

す なわ ち,並 行 す る考 え は,名 詞 は 名 詞 と,不 定 詞 は 不 定 詞 と,句 は句 と,

節 は節 と,接 続 詞 に よって,並 行 的 に結 びつ け なけ れ ば な らぬ とい う規則で

あ って,そ の一例 と して は

(1)Stee1,ψ.cit.,p.300.

(2)Kierzek,oメ).cit.,p.433.
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Ihavelearnedbettermannersandhowtomakemyselflook

bettertoothers .

とい う文では,名 詞 と不 定 詞が 並 んで い るのが 悪 く,こ れ を 次 の よ うに 二つ

くユ　

の 名 詞 が 並 列 す る よ う に 改 め る と効 果 が 高 め ら れ る と 言 わ れ る 。

Ihaveacquiredbettermannersandtheabilitytomakemyself

attractive,

た し か に こ の 規 則 に よ っ て 文 を 改 善 で き る 場 合 も あ る 。 し か し,一 流 の 作

家 の 文 章 を 見 る と,次 の よ う な こ の 規 則 に 反 す る 文 が た や す く 発 見 さ れ る 。

IfanearthquakehapPenedwhileIwasreadingabookofphi-

10sophy,Ishouldforgetthebookofphilosophyandthinkonlyof

theearthquakeandhowtoavoidtumblingwallsandchi皿neys.-

RobertLynd.

ま た

Shewasanicegirlandveryeasyontheeyes.

の よ う に,名 詞 と 形 容 詞 の 並 列 の 形 に な る 文 や,対 照 を 示 す も の で は,同 じ

よ う に

Hewasaruggedathleteandyetgentleasalambwhenoff

theplayingground・

の よ うな 文 が 広 く行 な わ れ て い る 。 こ れ を 不 可 と し て 書 き 改 め よ う とす れ

ぽ,か え っ て 不 自 然 な 文 を 生 ず る で あ ろ う 。Robertsが こ の よ うな 文 例 に つ ・

い て

Studyofreputablemagazinesandbookswilldiscloseothers.

(1)Ibid.,p.62.
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andasawritermaturesanddeepenshisacquaintancewiththe

workofotherwritershelearnshowtobreaktherules.Ingelleral

oneprefersanidiomaticsentellcetoastil七edone,andifasentence

comeseasyandsoundsright,onewritesit,whateverthean4

くり

connects.Butonetriestobesurethati七doessoundright.

と述 べてい るよ うに,変 化 の 中 に統一 を 求 め るのが よい文 章の常で あ って,
ノ

原則 に反す る構造 もそれ によって,か え って 効 果 を 発 生 し,ま た 自然 な文 と

な る場 合 も多 い こ とを見逃す べ きで はない。

伝統的な英作文指導の欠陥の一つは余 りにも規範的な点にある。 しか し,

言語学的な指導は決 して不当な自由主義を意味す るものではない。その指導

原則は,広 く一般に行なわれている語法を調査 して,便 宜主義によらず事実

を教えるところにある。権威を一般の参考書に求め,そ の与える原則によっ

て,英 作文の指導を行な うことは,最 も手数のかか らない方法であろ う。 し

か し,言 語の実体を調査 し,ま たす くな くとも,そ のような方針で発見され

た学者の業績を尊重 して,信 頼すべ き基礎のもとに指導を行な うことが望 ま

しい。

伝統的な英作文の参考書は,各 国において依然として根強い勢力を持 って

いる。またその取扱範囲が広汎で,有 益な示唆を包蔵 していることも事実で

ある。 しか し,言 語学が進歩 しつつある今 日においては,新 しい角度か ら,

従来の作文の規則に検討を加え,修 正すべ き点は改善 して,英 語の実態の理

解に基いたより効果的な指導を行な う必要がある。

(1)Rober七s,op.cit.,pp.229-230.
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